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１．施工内容及び施工条件

施工箇所

六渕砂防堰堤

瀬場砂防堰堤

濁沢川大崩壊

六渕砂防堰堤の除石掘削は、濁沢川の大崩壊に伴う土砂流出に備えた既設砂
防堰堤の調節量の確保のため実施。

工事名：最上川水系立谷沢川流域渓流整備工事
施工者：(株)カキザキ
工事内容：砂防土工（ＩＣＴ掘削） 約24,000m3
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１．施工内容及び施工条件

池の台
地すべり

ヤケノ沢
地すべり

六渕砂防堰堤は瀬場集落の上流にあり、深い谷地形で衛星電波が捉えにくく、
携帯電話不感地帯（NTTｄｏｃｏｍｏが公表資料）。

平成29年6月撮影

：NTTdokomoLTEエリア



１．施工内容及び施工条件

六渕砂防堰堤は瀬場集落の上流にあり、深い谷地形で衛星電波が捉えにくく、
携帯電話不感地帯（NTTｄｏｃｏｍｏが公表資料）。

六渕砂防堰堤

平成29年6月撮影（施工前）

掘削範囲



２．使用機器及び施工機械等の選定

＜３次元測量＞

衛星電波やの受信状況、携帯電話の受信
形でNTTｄｏｃｏｍｏが公表資料では携帯電話不感地帯。

六渕砂防堰堤の除石掘削では、３次元測量⇒３次元設計⇒ICT建設機械施工⇒
3次元出来形管理の一連作業を実施。



２．使用機器及び施工機械等の選定

施工箇所の地形条件、気象条件、通信環境を踏まえ、使用機器を選定。

＜３次元測量＞ ＵＡＶ or スキャナ
・強風が発生しやすく、天候が変わりやすい
・障害物となる草木は少ない
以上から、気象条件や現場地形など適用範囲が
広い“スキャナ”を選択

＜ＩＣＴ施工機械の測位＞ ＴＳ測位 or GNSS測位
・携帯電話の通信環境が不安定である

※TS測位では携帯電話の通信環境が不可欠

・谷地形で衛星電波の受信環境は概ね良好である
以上から、GNSS衛星測位を選択

地上レーザースキャナー

ICTバックホウ

マシンガイダンス画面



３．本工事における課題

＜地上レーザスキャナー測量＞
水面部の計測ができないため、締

切設置後の起工測量となり、計測
時期は天候に左右。
出来形管理時は面的管理のため、

大粒径の凹凸の手直し発生。
＜施工機械＞

マシンコントロール制御では、
稼働速度が制限され施工能率が低下。

＜施工管理＞
谷地形のためGNSS電波の受信個数

が不足する時間帯があり、また、携帯
電話の通信環境が天候により通信不良
が発生し、頻繁に施工誤差が発生
※山間部で最大10cm

一般社団法人 日本建設機械施工協会資料より

仮締め切り

平成29年11月撮影（施工後）



４．まとめ

＜ＩＴＣ土工適用の留意点＞

①地形条件による衛星電波の受信状況

②気象条件による携帯電話の受信状況

③施工機械の選定

④掘削土の粒径の大きさ



４．まとめ

・施工管理省力化 丁張り設置不要。
・施工効率化 丁張りなどの障害物がない。

マシンガイダンスで設計データを随時確認可能。
マシンコントロールで手戻りのリスク回避。

・工事安全管理 丁張り、安全施設などの障害物が減少し、施工の安全性が向上。

メリット（施工者の声）メリット（施工者の声）
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＜参考資料＞



参考資料

一般社団法人 日本建設機械施工協会資料より



参考資料
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参考資料

・設備投資
機器・ソフトウェア及び施工機械は開発途上であること、高価であり、現段階
で設備投資は難しい。
・コンサルへの委託
コンサルへの委託により測量、出来形管理などの工期への影響が懸念。

・出来形管理
河道内での除石となることから台風など事前に予測される降雨に備え、万が
一締切決壊時において、時点毎の出来形管理を行う場合、コンサルへ委託し
ていることから、即座に対応できない。
※従前は、現場代理人が出来形測量を実施していたため、臨機応変に対応
可能。

デメリットデメリット



参考資料

計46日短縮（109日⇒63日） 18％コスト上昇（ICT土工を100とした場合）

・掘削日数は、丁張り不要や障害物がなく、46日間の短縮。（従来手法は基準書の作業日当たりの標準作業量）
・コストはICT土工が割高。


